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 要 旨   
背景： 現在利用されているアルコール依存症の治療効果はあまり高くなく、治療に対す

る患者の応答性も様々で一定しない。D1、D2、5-HT1A、5-HT2A、H1、�1、�2 受容体の遮

断作用を持つ非定型統合失調症治療薬であるクエチアピンは、12 週間の二重盲検プラセボ

対照試験で禁酒状態の促進、飲酒日の減少、大量飲酒機会の低下などをもたらすことが示

されている。 
目的： クエチアピンはアルコール依存症の薬物療法として有望なものであるが、その作

用機序は必ずしも明白ではない。本研究の目的は、中毒自覚とアルコール渇望に関する効

果を評価することで、アルコール依存症に対するクエチアピンの生物行動的機序について

検討することである。 
方法： 治療を求めていないアルコール依存者 20 人をクエチアピン（400 mg/kg）投与群

とプラセボ対照群に無作為に割り当て、二重盲検プラセボ対照試験を実施した。被験者は

設定薬物量を 4 週間投与され、その期間中、飲酒、睡眠、気分、不安に関して週ごとに判

定された。また被験者のアルコールと生理食塩水の静脈内投与によってもたらされるアル

コールの中毒自覚（The Subjective High Assessment Scale）やアルコール渇望について評

価した。 
結果： アルコール投与でもたらされる渇望や週ごとのアルコール渇望の報告などの評価

から、クエチアピンはアルコールに対する欲求を効果的に抑制する。さらにクエチアピン

は、アルコール投与で生じる中毒自覚と鎮静作用を低下させた。 
結論： アルコールによる中毒自覚やアルコールに対する渇望を抑制することが、クエチ

アピンのアルコール依存症の薬物治療における生物行動的作用機序となっていると考えら

れる。この結果を基に、将来、類似の大規模な研究の実施で、クエチアピンのより適切な

使用のための情報を得ることができると考えられる。 

 




